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別記様式第１号

果樹園経営計画
（目標： 年度）

住所 平成 年 月 日作成
計画作成者

（ ）氏名 印 年 月 日生 歳

１ 目標とする経営類型

２ 経営改善の方向と概要

３ 果樹園地の立地条件
気 象 年平均気温 ℃ 傾斜度別 平 坦 地 緩 傾 斜 急 傾 斜

( ～ ) (℃) 面積 ( ) ( ) ( )4/1 10/31 ５°未満 ５°未満 ５°未満
降 水 量 ㎜ ａ ａ ａ
( ～ )4/1 10/31
最 低 極 温 ℃
低温要求時間 時間

整備状況 農 道 水 利 状 況 樹園地の 団 地 数
集団化の 広がりの
程度 程度

４ 農業経営規模の拡大に関する目標
作目・部門名 現状（ 年 月） 目標（ 年度）

作付面積 生産量 作付面積 生産量
飼養頭数 飼養頭数

ａ ㎏ ａ ㎏
未成園
成 園
計

樹 種
園 類
地 別
内
訳 ﾊｳｽ

そ
の
他

経営面積合計
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区分 地目 所在地 市町村名 現状( ) 目標( )( )（ ） a a年度
所有地

経
営
耕
地 借入地

作目 作業 現状（ ） 目標( )( )a a年度

作
業
受
託

単純計
換算後

（ ）事業名 内容 現状 目標 年度
その他の関連・
附帯事業

果樹園経営の実績と目標の基礎
区分 現状 目標（ 年度） （ 年度）成園後の見通し

栽 樹種･品種 成園 ﾊｳｽ 成園 ﾊｳｽ未成園 未成園
培 ａ ａ ａ ａ ａ ａ
面
積

計
結果樹 生産量 結果樹 生産量 結果樹 生産量生 樹種･品種 単収 単収 単収

産 ａ ｔ ａ ｔ ａ ｔ㎏ ㎏ ㎏/10a /10a /10a
数
量

計
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５ 生産方式の合理化の目標
機械・施設 機械・施設名 形式、性能、規模等及びその台数

現状 目標（ 年度）

農用地の利用条件 現状 目標（ 年度）

作目・部門別 作目・部門名 現状 目標（ 年度）
合理化の方向

６ 経営管理の合理化の目標
現状 目標（ 年度）

７ 農業従事の態様等の改善の目標
現状 目標（ 年度）

８ 目標を達成するためにとるべき措置
経営改善の目標 措 置
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（参考）
農業労働力

氏名 経営主と 年間農業従事日数（日）
（家族農号従事者及び農 年齢 の続柄等 現状 見直し
業生産法人の構成員）

常時雇（年間） 実人数 現状 人 見通し 人

実人数 現状 人 見通し 人
臨時雇（年間）

延人数 現状 人 見通し 人

農業経営基盤強化法（昭和５５年法律第６５号）に基づく認定状況
認定市町村名 認定年月日 備考
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果樹経営計画の記入注意
１ 氏名等
農業生産法人にあっては、氏名欄には、法人名及び代表者氏名を、生年月日欄には法
人設立年月日を記入する。

２ 目標年度
「目標」欄については５年後の目標を記入するが、単収等については適当な年次を成
園後の見通しとして追加できることとする。

３ 経営改善の方向の概要
１）農業経営の現状として、専業、兼業の別、主要作目の生産状況、所得水準等を記入
する。
２）目標とする営農類型へ向けた経営改善の方策として、○○によるスケールメリット
の追求、○○による低コスト生産の追求、○○による高付加価値生産の追求、○○に
よる軽作業化、○○による作業の効率化等を記入する。
３）これらの達成の結果として見込まれる主要作目の規模、生産見込み、所得見込み等
を記入するものとする。
なお、可能であれば、主たる従事者の年間労働時間の見込みについても記入するこ
とが望ましい。

４ 樹園地の立地条件
１ 「気象」の欄については、当該樹園地の近傍の地域気象観測システム（アメダス））
その他常設の観測点における原則として最近２０年間の気象観測記録により、平均気
温や冬期の最低極温、低温要求時間及び降水量について記入する。
なお、年平均気温欄の（ ）内には４月１日から１０月３１日までの平均を記入す
る。
２ 「農道」欄については果樹園の栽培管理上、支障があるかどうかを記入し、支障が）
ある場合には、どのような作業に支障があるかを記入する。
３ 「水利状況」欄については、防除等の作業に要する水が容易に確保できるかどうか）
を記入する。
４ 「団地数」欄において団地とは、防除その他の管理作業が効率的にできる程度に近）
接して所在する樹園地の集団をいう。
５ 「樹園地の広がりの程度」欄については、当該経営に係る樹園地において最も離れ）
ている樹園地間の距離を道路距離で記入する。

５ 農業経営規模の拡大に関する目標
１）作業受託は作目別に基幹作業（例：○せん定、○防除、○仕上摘果）別に作業受託
面積を記載する。換算後の欄においては （作業受託面積÷作業数）により換算した、
面積により記入する。
２）農産加工等については 「その他関連・附帯事業」に記入する。、

６ 生産方式の合理化の目標
１）機械・施設について、その形式、性能、技術毎に台数を記入する。リース、レンタ
ル、共同利用等による場合はその旨、記入する。
２）農用地の利用条件については、主として利用する樹園地の区画の大きさ、団地化し
た樹園地の規模、数、通作距離、農道の整備状況等を記入する。
３）作目・部門別合理化の方向においては、作目・部門別毎に品種構成、栽培管理の方
法等生産方式の合理化の目標を記入する。

７ 経営管理の合理化の目標
経営管理の合理化の目標については、簿記記帳、経営内役割分担等の経営合理化に関
する取組を記入する。
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８ 農業従事の態様等の改善の目標
農業従事の態様等の改善の目標については、休日制の導入、ヘルパー制度活用による
労働負担の軽減等について記入する。

９ 目標を達成するためにとるべき措置
目標を達成するためにとるべき措置については、計画に掲げた目標を達成するための
具体的な方策について記入する。
制度資金の融通を受けることを予定する場合は、ア．予定年度、予定資金、イ．資産
及び負債の現状、ウ．今後の資金需要等を記載するものとする。

農業労働力10
農業労働力については、現在は農業従事しているが、５年後はリタイアする見込みの
者、現在は就農していないが、５年後は農業従事が見込まれる者についても記入する。
なお、農業生産法人にあっては、氏名欄には、法人の事業に常時従事する構成員を、
経営主との続柄等の欄には世帯区分をそれぞれ記入する。
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別記様式第２号

果樹園経営計画認定申請書

平成 年 月 日

都道府県知事
殿

住所
氏名（又は名称及び代表者氏名） 印

果樹農業振興特別措置法（昭和３６年法律第１５号）第３条の規定に基づき、別添の果
樹園経営計画について、同法第４条の認定を申請します。

別記様式第３号

認定番号

住所
氏名（又は名称及び代表者氏名） 殿

果樹園経営計画認定書

平成 年 月 日付けをもって認定申請のあった果樹園経営計画については、果
樹農業振興特別措置法（昭和３６年法律第１５号）第４条の規定に基づき、これを適当で
あると認定する。

平成 年 月 日

都道府県知事 印
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別記様式第４号

果樹園経営計画変更承認申請書

平成 年 月 日

都道府県知事
殿

住所
氏名（又は名称及び代表者氏名） 印

平成 年 月 日付け認定番号 号をもって果樹農業振興特別措置法（昭和
３６年法律第１５号）第４条の認定を受けた果樹園経営計画を下記理由により、別添のと
おり変更したいので、承認を求めます。

記

１ 変更の理由

別記様式第５号

承認番号

住所
氏名（又は名称及び代表者氏名） 殿

果樹園経営計画変更承認書

平成 年 月 日付けをもって承認申請のあった果樹園経営計画については、こ
れを承認する。

平成 年 月 日

都道府県知事 印




